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まえがき

 本論文集は、政策 ・メデ ィア研究科大学院の 「翻訳論プロジェク ト」お よび学部の 「翻訳分析

演習」の2006年 度の研究成果をまとめたものである。

 構成は、第1部(共 同研究)と 、第2部(個 人研究)か らなる。第1部 では、今年度の翻訳

分析演習で取 り上げた サン=テ グジュペ リのLe Petit Princeと6名 の翻訳者(内 藤濯 ・山崎

庸一郎 ・池澤夏樹 ・藤田尊潮 ・河野万理子)に よる邦訳6編 を言語資料 として選択 し、<誤 訳 と

その周辺〉を巡って、共同研究を行 った。翻訳者はしばしば 「演奏者」に喩えられ ることがある。

原典を解釈 し、自分のなかに構築 した作品世界を、別の言語に転換す る作業に携わっているわけ

だが、特に文学作品の翻訳においては、作品の意味世界 を移行するのみならず、作品のスタイル

までも翻訳することが要求 される。この意味では翻訳者は単なる「黒子」としての存在ではな く、

「演奏者」としての存在 として力量を発揮することが求められるのである。 こうした立場から、

翻訳者がともすると標準から逸脱 した翻訳を行 っているところに、その個性が現れているのでは

ないかとい う想定のもとに、いわゆる誤訳も含めて、その周辺を探索することによって、翻訳作

品の特徴を明 らかにしようとしたものである。

 第2部 は個人研究の成果をまとめたもので、今回は4名 の執筆者の投稿論文を掲載 している。

菅原論文 「Le Pe ti t Princeと その英 日訳における 『視点』の考察」では、原典における視点の

取 り方が、英訳と邦訳において どのように再構成 されているのかを検証 したものである。松本論

文 「日本語における無生物主語を伴 う他動詞表現 一 『ヰタ・セクスア リス』を中心に 一」は、

森鴎外の作品を言語資料 とし、無生物主語の他動詞構文の使用状況を分析 したものである。佐伯

論文 「『星の王子さま』における発話表出方法-邦 訳 と日本語の関係 一」は、英訳と邦訳を言

語資料 として、発話表出理論に基づいて発話の分析を行い、邦訳の特徴を明らかに しようとした

ものである。葦沢論文 「『星の王子 さま』の 日英訳における会話表現の研究」は話法の違いか ら

見た 日英語の特徴を探ったものである。

 論文 としての完成度は必ず しも十分とは言えないものの、執筆者が言語 と翻訳の問題 に真摯に

向き合い、考察 した結果をまとめ上げた点を評価 していただければ幸いである。また、未熟 さゆ

えの思わぬ思い違いや言葉足 らずの表現が含まれている可能性が多々あるが、この点については、

ご叱正を乞 う次第である。

 翻訳論プロジェク トの論文集を過去3年 にわた り刊行 してきたが、今回で4冊 目の論文集とな

る。編集にあた り、政策 ・メディア研究科大学院修士課程2年 の菅原久佳君と松本裕介君、総合

政策学部4年 の鈴木陽子君の尽力があった。 ここに記 して、感謝の意を表 したい。
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